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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 １７ 

令和 ６年 ５月３０日 

午前・午後 ２時５５分    

議会名 令和 ６年 第 ３回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号  ４番   小森 隆一 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１．こども政策の取り組みに

ついて 

（１）こども家庭センターに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「こども誰でも通園制

度」について 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①令和 6年 4月に待望のこども家庭センターが開設され

た。子育て世代包括支援センター（母子保健機能）と

こども家庭総合支援拠点（児童福祉機能）を一体化

し、妊娠期から子育て期にわたり切れ目のない支援を

行うとの事ですが、組織機構、業務内容ならびに人員

について伺う。 

②一体化する前後において、相談支援の増減があったの

か伺う。 

③一体化したことによるメリットについて伺う。 

④成果指標と見直し予定時期を伺う。 

 

①「こども誰でも通園制度」は、親が働いていなくても

未就学の子どもを保育所等に預けられるようにする新

たな制度で、令和 5年 6月 13日に政府が掲げた「こ

ども未来戦略方針」において制度の創設が発表された

が、目的、意義ならびに事業概要について伺う。 

②一時預かり保育との違いについて伺う。 

③メリットとデメリットについて伺う。 

④「こども誰でも通園制度」は、令和 8年度の本格的な 

 実施を目指し、令和 5年度から 31自治体 50施設でモ 

 デル事業を行っており、モデル事業をふまえて、制度 

 化するための課題感等を現場目線で調査・調整し、令 
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２．高齢者における健康寿命

の延伸を目指した肺炎予防に

ついて 

（１）高齢者の肺炎予防につ

いて 

 

 

 

 

 

 

（２）ＲＳウイルス感染症に

ついて 

 

 

 

 

 

（３） ＲＳウイルス感染症予

防ワクチンについて 

 

 

 

 

３．空き家対策について 

（１）空家等対策の推進に関

する特別措置法の一部改正に

よる本市の対応について 

 

 

 

 

（２）今後の空き家対策につ

いて 

 和６年度からは全国およそ 150の自治体で、試行的な 

 事業が行われる予定である。本市においては、いつか 

 らスタートする予定でどのように調査・準備を進めて 

 いるのか伺う。 

 

 

 

 

①高齢者の肺炎予防について見解を伺う。 

②本市における、肺炎による死亡数の推移を踏まえ、今

後の見込みをどのように捉えているのか、見解を伺

う。 

③本市における、高齢者への肺炎球菌ワクチン、インフ

ルエンザ、新型コロナの各ワクチンの公費助成の内容

と接種状況を伺う。 

 

①ＲＳウイルス感染症について伺う。 

②本市における肺炎予防の一環として、インフルエン

ザ、新型コロナ、肺炎球菌と共にＲＳ ウイルス感染

症についても疾患の周知と、成人・高齢者における感

染予防への注意喚起を是非行っていただきたいと思う

が、見解を伺う。 

 

①ＲＳウイルス感染症予防ワクチンとその効果について

伺う。 

②ＲＳウイルス感染症予防ワクチン接種費用について、

本市として半額程度の公費助成を検討していただきた

いと思うが見解を伺う。 

 

 

①空家等対策の推進に関する特別措置法の一部を改正す

る法律が昨年６月 14 日に公布され、同年 12 月 13 

日に施行された。所有者の責務強化、空家等の活用拡

大、管理の確保、特定空家の除却等の観点から、本市

の対応について見解を伺う。 

②空家法の改正の周知について見解を伺う。 

 

①令和 5年 12月に、国は空き家対策に民間を活用する

制度を新設したが、見解を伺う。 
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②空家法の改正や、空家等実態調査事業を踏まえた、今

後の空き家対策の取り組みについて伺う。 

 

 


